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1.施策体系

1.施策体系

2030年の目指す姿を実現するための、基本方針、基本施策を「暮らし」「交流」「行政」

の3つの領域に分類し、デジタノWヒを推進するうえで、そのプロセスの中心にいる「住む

人」「働く人」「訪れる人」の3つの「人」を中心に配置した体系図である。個別施策(P5~)

には、「住む人」「働く人」「訪れる人」のうち、どの対象に関連する施策なのかについて

も表示している。

(施策体系図)
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取組み(令和4年度~令和6年度)

本計画に沿って、「らし」「交流」「行政」の3つの領域のデジタノⅢヒに取り組み、様々

な施策をチ隹進していく。

計画のスタートとなる令和4 (2022)年度から令和6 (2024)年度までの最初の3年

間は、 3つの領域において、次のことに重点的に取組む。

<暮らしXデジタル> X
A- デジタル

子育て世帯をサポート

子育て世帯では、スマートフォンなどデジタル機器が日々の生活の中に溶け込んでお

り、コロナ禍でこれまで以上に大きくなっている子育て世帯の負担を、デジタノHヒを推

進することで速やかに軽減することで、仕事・家事・育児に奮闘する子育て世帯をサポ

トする。また、次代のデジタル社会を担う子どもたちの育成につぃては、長期的に取

組んでいく必要があることから、まずは、その基礎となる字習環境の整備に取り組む。

一

2

一交流一
<交流Xデジタル> X'

デジタJし
魅力の発信と人の流れの創出

長崎の強みである「交流」の歴史を生かし、デジタル技術で地域資源に磨きをかけ、

まちの魅力の効果的な発信と、新たなサービスで人を呼びこむとともに、コロナ禍で強

まる地方回帰へ対応し、デジタノリヒによる新たな地域間競争や協創にも対応してぃくた

め、受入れ環境の強化を図る。

重点取組み

^

一行政一
<行政Xデジタル> X

A- デシタル
スマート市役所の盤づくり

デジタノ畔土会へ対応し、都市のデジタノWヒを牽引するうえでも、まず市役所が自らデ

ジタノWヒを進め、今よりもっと簡単に、わかりやすく、利用しやすぃ行政サーピスを提

供する「スマート市役所」へ変革するため、その基盤となる仕組みを構築する。
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2.重点取組み

<重点取組みで変わる令和6 (2024)年の姿>

令和4年度から令和6年度にかけて、長崎市では、こんな変化を目指す。

らV
子育て世帯をサボート

子どもにいろいろな
体験をさせたいんだ

けど・・

暮ら亨ように
過ごしてみて、

拶住を決章できた!

子どもの髄康記録って
大壷

家庭でのオンラ
イン学習が不安

'舟゛
捗や 0子育て世帯の負担や不安を減らし、

0

パノtママのゆとり時問を増やしたい

0学校に通えない状況になって芯、一人ひとりに寄り添い、安,Dして学習してほしい

0

【子育てアプリ】
子育て関係のサービスがスマホで

利用でき、便利で問単に.

スマホで便利!
うつかり忘れが
なくなつた.

.子育てアプリ

OX八'ツケージ2022

.ひとり一台パソコンの安全な持ち帰り

.GIGAスクール運営支援センター

(befo'e)

入を検討

、

.民問保育所等のIC「化を支援

g郵'魅力の発信と人の流れ

【イベント情報を集約】
様々な体験ができるイベント情報

へ簡単にアクセス.

芋保りコて初めて!
峯しみだね.

.

自分の国珠1
合わせくれる
プランがほしい

誠先での信報収集
コて大変・

自然かな場馬で
伽きた、1

出

6゛゛
令丁一 0訪れる前のワクワクを超える旅先での休験やおもてなしを届けたい

0長蛤の魅力を知て、実感してもらって、長醐のファンを増やしたい

【オンライン学習の充実】
ひとり一台配布されたバソコンを活

用して、コロナ禍でも、オンラインで
安心して家庭字習が可能人ひとり
1 寄り添ア字習を捉供

案内

【スマート観光案内,用
新たに闇設する霞光案内所では、多官

語対応アプリを導入したタブレットで,
スムーズな案内が可能.手話通訳ともオ
ンラインでつないで、陣吾がある方へも
尿通な観光信報を促供.

.

.観光案内所闇設

r国

.Nチャットポット入

,

.情報収鍍・発信強化

.県外企業のサテライトオフィス進出

.ワーケーション・テレワーク促進

オンラインで
手話にも対応
してもらえた

系でも安心して
勉裟できる

命

^■

【情報発信】
Nチャット木ツトでの観光案内で、

サクサク悟報検索.歳先でもひとり
一人の興味に合わせて、ピンポイン
トで使える情報を取得.

(ヨ貴0「)

^^ 戸、
.

いろんな情帽き
もらつて、 、ー^

でしかで寒なし、
休験ができた1

【サテライトオフィスワーケー
ション支援】
サデライトオフィスで県外の企鐵

と1也場企業の異業種交流が盛んに.
また、ワーケーションで喪の魅力
を体感し、1多住を決意.
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やスマート市役所の盤づくり

h政情報の
来るのが面倒・

..

口で
栢たされる時問が
ストレス・・

.

d舟9
闇゛、,, oh政芋続きて何力と時問カカカて面倒くさい,その不満、丁ノタルで解決!

窓口で何度も
囚じことき書か

される・・

P 金§

【h政手統きのオンフィン化】
害かない、待たない、行かない.い

つでも、どこかうでも行政手続きがで

きるよコ1L.仕事や用事で平日に時問

がない方でもストレスフリーに争続き
が可能.

夜中でも半読き .'

できて助かる~

・行政手統きオンライン化

・総合窓ロシステム構築・邇用

・GISで都市計画回など公閲

・オンライン相談拡充

・契約串務の丁ノタノⅢ畿討

(b゛fore)

,

2.重点取組み

【総合窓ロシステム】
複数の手続きができ、何度も伺し

内容を吉かずに済むよっに.その他
の半続きが必要な場合も迷わない.

囚しーとを甸
庶も害かず【"

済んで楽0

^国

'Ξ

(aftoo

活

悪

【公開型GISI
都市計画決定情報など、様々な行政

悟報が窓口に来なくても閲・司能に.
忙しい由系者のみなさんにやさしい

サーヒスを.

スマ井功、ら道銘
台報偶班も聞質

できた
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3.個別力缶策

3.個別施策

基本施策ごとに、具体的な取組みである個別施策を次のとおり定める。

基本方針1

基本施策1-1 デジタル活用を支援する

インターネット等のデジタル技術を利用できる人とそうでない人との間に情報格差

が生じないよう、様々な主体と連携して支援を行う。また、デジタル化に関する施策を

実施する際は、身体的、社会的、その他の様々な理由で利用できない人への対応もあわ

せて1子う。

3年後には、公共施設や地域におけるコミュニティなど身近な場所で、デジタル技術

を利用できない人をサボートする仕組みが構築されている状態を目指す。

報格差のないらしの実現

、'訂

しN

,亘ルC
個別施策1

施策名

施策概要

使いたし、・使えない人をサポート

公民館や携帯ショップなどで、市と関係機関が連携して、スマホや

パソコンの基本的な利用、行政手続きの利用方法などを学べる講座を

実施し、デジタル活用に不安はあるが使いたい高齢者等を支援する。

また、公共施設や地域におけるコミユニディにおいて、様々な理由

でデジタル技術を使えない人のサービス利用をサボートする仕組みを

検討・構築する。

R6R5R4

継続継続継続

スケジユール

'＼

らし
X

デゾタル

対象となる人:住 訪れる人

主体:長崎市(教育委員会、,情報政策推進室ほか)、関係団体、住民

'
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施策1-2 人と人とをつなぐ仕組みをつくる

デジタルが人と人のつながりを強め、地域における情報共有や、困りごとの解決にっ

ながる「助け合い、支え合い」の仕組みをつくる。

3年後には、複数の地域において、デジタル1劃而を活用したコミユニティ内のつなが

りを強める仕組みが動き始めている状態を目指す。

個別施策1

施策名

施策概要

スケジユール

地域の困りごとをデジタjレ技術で決

地域の困りごとを把握し、デジタル技術を活用して助け合い、支え合

うことで解決する仕組みや、地域内での情報共有、コミユニティ内のつ

ながりを深める仕組みの構築を目指す。

対象となる人

主体:長崎市(,情報政策推進室、企画財政部、市民生活部ほか)、民間事業者、関係団体、

住民

個別施策2

施策名

施策概要

R4

課題把握

3.個別施策

住む人 働く人

スケジユール

デジタjレ技術で社会加をサポート

病気や障害など様々な理由で外出が困難な人に対し、デジタル技術の

活用をサボートすることで、他者との交流や社会参加、及び就労支援を

促していく。

R4

導入

対象となる人

主体:長崎市

訪れる人

R5

導入

:住む人 訪れる人働く人

(福祉部ほか)、民間事業者、関係団体、住民

R6

拡充

R6

運用

R5

運用

井
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3.個別力価策

基本方針2

基本施策2-1 産業のスマート化を推進

暮らしを支える様々な産業分野において、A1やロボット、10T等のデジタル1支術を活

用した品質や生産性の向上による事業者の収益向上、働き方の変革を目指す取組みを支

援する。

3年後には、複数の産業分野においてデジタル技術導入による生産性等の向上が実証

され、導入が進んでいる状態を目指す。

らしを支える基盤の適化

個別施策1

施策名

施策概要

化合

スケジユール

地場企業のDX推進・生産性の向上

先端技術を活用した業務効率化や生産性の向上、働き方改革などを推

進し、地場企業の活性化を図るとともに、働く人のワークライフバラン

スの実現にもつなげていく。

R6R5R4

試行6式試1子 イ丁

対象となる人:

主体:長崎市(商工部、こども部ほか)、民間事業者、関係団体

個別施策2

施策名

施策概要

住む人

スマート業・スマート水産業の推進

A1やld等の先端技術を活用し、省力化や生産性向上に向け、スマ

ト農業の検証を行い、導入に向けた取組みを進めていく。

また、効率的・先進的な水産業への転換を図るため、市内関係団体等

が行うIC「技術導入に対して支援を行う。

働く人

スケジユール R6

拡充

訪れる人

対象となる人: 住む人

主体:長崎市(水産農林部)、

訪れる人働く人

民間事業者、関係団体

R4

検証

R5

導入
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個別施策3

施策名

施策概要

スケジユール

IC「等を活用した有鳥

ICT等を活用した有害鳥獣の追払い・動向の調査を行い、対策として

の有効性を検証し、効率化を図る。

対象となる人 住む人 働く人 訪れる人

主体:長崎市(水産農林音の、民間事業者、関係団体

R4

調査・検証

基本施策2-2 デジタjレ技術で健やかならしをサポート

ICT技術などの活用により、遠隔診療や健康管理などを支援し、どこにいても安心

して暮らせる環境を実現する。

3年後には、デジタル技術を活用した複数のサーピスが提供され、心身とも健康だと

感じている市民が増えている状態を目指す。

R6

運用

R5

導入

R5

活用検討

個別施策1

施策名

施策概要

訪れる人

3 個別施策

スケジユール

福祉ネットワーク築

介護分野における行政と関係機関との連携を深めるため、,情報ネット

ワークの構築を行い、その後情報共有が可能な新たなシステムの構築を

行い、その後を目指す。

R6

導入

対象となる人 住む人 働く人

主体:長崎市(福祉部、総合事務所)

手法

R4

体制等の検討

蔓舌
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3 個別施策

個別施策②

施策名

施策概要

スケジユール

離島における遠隔診療

人口減少、高齢化が進む離島において、市民が安心して薯らせるよう

医療提供体制の確保を図ることを目的に、遠隔診療を試行的に実施し、

本格導入に向けた検討を進める。

対象となる人:住 働く人

主体:長崎市(市民健康音の、関係団体

個別施策3

施策名

施策概要

鞠

R4

母子保健サービスのデジタjレイヒ

子育て家庭に対し、民間が提供している子育てアプリを活用して情報

発信や各種サービスをスマートフォンで提供する。

また、各種手続きのオンライン化や、母子保健事業に係るサーピスの

デジタル化につぃても検討し、保護者の負担を軽減するとともに、行

政・医療機関の業務効率化を実現する。

R5 R6

R5

試行等の検証・運用

スケジユール

訪れる人

対象となる人

主体:長崎市

住む人

(こども部、

R4

検討

R6

運用

働く人

総合事務所)、

訪れる人

民間事業者、関係団体、住民

1試
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基本方針3 活躍の機会を出

施策3-1 データ利活用の促進

スマートシティ実現のためには、様々なデータが流通し活用される必要があることか

ら、官民の相互連携を前提としたデータ整備を行うとともに、データ利活用の促進を通

じた地域経済の活性化や地域課題の解決を図っていく。

3年後には、民間と行政で持続可能なデータ連携基盤の運営体制が確立され、新たな

サーピスの創出につながっている状態を目指す。

個別施策1

施策名

施策概要

スケジユール

都市OS(データ連 )の活用

官民の様々な分野のデータを連携させる都市OS(データ連携基盤等)

の活用策を、包括連携協定等による様々な主体とともに検討し、新たな

サーピスの創出を促進する。

対象となる人 住む人 訪れる人働く人

主体:長崎市(情報政策推進室)、長崎県、民間事業者、関係団体、大学

個別施策2

施策名

施策概要

3.個別施策

R4

活用策の検討

R6

検討・試行

オープンデータの推進

市政の透明性・信頼性の向上、市民協働の推進、経済の活性化、市民

の利便性向上につなげるため、機械判読に適したデータ形式で、誰もが

二次利用することが可能なルールで、行政の持つ様々なデータを公開す

る。

R6

拡充

スケジユール

R5

検討・試行

訪れる人

広報部、総務部ほか)

対象となる人: 住む人 働く人

主体:長崎市(情報政策推進室、秘

R4

拡充

R5

拡充
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3 個別施策

基本施策3-2 チヤレンジの場をつくる

デジタル技術への興味を深めたい子どもたちが、多様な最新のテクノロジーに触れ、

日常生活ではできない体験をしたり、思い描いていることを実現できる場をつくる。ま

た、若者が新たな価値やサービスの創出に向け、チャレンジできる環境をつくる。

3年後には、子どもたちがいつでも安全に、無料で最新のテクノロジー{こ触れられる

場が提供されてぃる。また、若者が民新のテクノロジーを活かしてチャレンジできる場

として、県外からのIT企業の誘致が増加するとともに、若者によるスタートアツプも

増加している状態を目指す。

R6

拡充

個別施策1

施策名

施策概要

スケジユール

新のテクノロジーにれるをつくる

デジタル技術へ興味を持つ子どもたちの受け皿として、いつでも、安

全に、無料で最新のテクノロジーに触れられる場を提供するコミユニテ

イの創出を支援する。

対象となる人: 訪れる人働く人住む人

主体:長崎市(情報政策推進室)、民間事業者、大学

個別施策②

施策名

施策概要

R4

運営主体.・運営方法等

の検討

創設

成果発表の場をつくる

GIGAスクールで学んだプログラミング技術や興味を持って字ん

だデジタル技術をもと{こ、市内Π企業等とも連携してその成果を競っ

たり発表する場をつくることで、参加者同士の交流や新たな気づきを生

み、モチベーションや能力の向上を図る。

R6

運営の支援

スケジユール

R5

創設準備の支援

対象となる人 住む人

主体:長崎市(教育委員会)、

訪れる人働く人

民間事業者、関係団体

R4

拡充

R5

拡充
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個別施策3

施策名

施策概要

オープンイノペーションを通じた新規事業の出支援

地域課題解決を切り口に、既存企業が有するさまざまな知見やノウハ

ウの組み合わせによるピジネス創出を図るため、オープンイノベーショ

ンを推進する。また、イノベーション創出に向けたプレイヤーの増加及

び地場企業とのマッチング機会創出を目指し、1T 分野を含む県外企業

と地場企業のコミユニティ創出につながるサテライトオフィスの運営

や、県外企業のサテライトオフィス進出を支援する。

R4 R5 R6

実施 運用

スケジユール

対象となる人 住む人

主体:長崎市(商工部)、

個別施策4

施策名

施策概要

尋信

取

R5

運用

働く人 訪れる人

民間事業者、関係団体

スケジユール

スタートアツプ支援

起業を促し、新たなピジネスモデルを活用することで、新規事業倉"出

を図るため、スタートアップ支援に取り組み、既存コミユニディのネッ

トワークを活かした起業を促す土壌づくりを行う。

3.個別力値策

R6

運用

対象となる人: 訪れる人住む人 働く人

主体:長崎市(商工音の、民間事業者、関係団体、大学

R4

実施
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3.個別茄環

基本方針4 変化に対応できる人材の育成

基本施策4-1 GIGAスクール想の推進

家庭でも安全に端末を利用できる環境を実現し、「一人ひとりに合わせた学び」や、

自他の考えを広げ、深めて、新たな考えを生み出す「創造性を育む学ぴ」を実現する。

3年後には、児童.生徒が課題を解決する中で、自分自身の生き方について考える力

を身にっけてぃる。家庭でも安全に端末を利用できる環境が実現しており、個別学習や

協働学習のための授業内容が構築されている状態を目指す。

働く人

個別施策1

施策名

施策概要

子どもたち一人ひとりに応じた個別な学習の実現

一人一台の学習者用パソコンを持ち帰って家庭学習にも活用できる

よう、家庭のインターネット回線であっても、安全・安心なネツト環境

を提供する。また、 A1型ドリルなど、子どもたち一人ひとりに応じた

個別最適な学習を実現する新たな技術の活用を検討する。

スケジユール

対象となる人:

主体:長崎市(教育委員会)

個別施策2

施策名

施策概要

R4

試1子

スケジユール

GIGAスクール構想の環境整備

教員の IC「活用指導力の向上及び指導体制の充実を図るため体制構

築や環境を整備する。

R6R5R4

運用運用拡大

対象となる人 住む人

主体:長崎市(教育委員会)

R5

試行結果の検証

訪靴る人

訪れる人
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個別施策3

施策名

施策概要

IC「を活用した校外学習の充実

校外学習において、校内と同じように学習者用パソコンでIC「を活用

した学習ができるよう、校外学習の対象になってぃる施設のⅧ・Fi環境

の整備を推進していく。

R4 R5 R6

導入 拡充 拡充

住む人 働く人 訪れる人

(教育委員会)、関係団体

スケジユール

対象となる人

主体:長崎市

3 個別施策
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3.個別施策

基本施策4-2 デジタjし社会を担う若者の育成

急速に変化するデジタノ峅士会に対応し、末来のまちをつくるデジタル人材の育成を支

援する。

3年後には、即戦力のデジタル人材として活躍できる実践的なカリキユラムを産学官

が連携して実施している状態を目指す。

個別施策1

施策名

施策概要

訪れる人

民間事業者、大学

スケジユール

実賎的な学びの場の出

経済産業省が構築を目指すデジタル人材育成プラットフォームを産

学官金で協働して長崎市で実現し、デジタル人材育成のための様々なプ

ログラムを実施する。

対象となる人

主体:長崎市

個別施策②

施策名

施策概要

R6

創設・運営の支援

訪れる人働く人住む人

(,情報政策推進室)、民間事業者、関係団体、大学

R4

検討

働く人

スケジユール

デクノロジーにる場をつくる(再掲)

デジタル技術へ興味を持つ子どもたちの受け皿として、いつでも、安

全に、無料で最新のデクノロジーに触れられる場を提供するコミユニテ

イの創出を支援する。

対象となる人: 住む人

主体:長崎市(情報政策推進室)、

R5

R4

運営主体・運営方法等

の検討

R5

創設準備の支援

R6
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個別施策3

施策名

施策概要

成果発表の場をつくる(再掲)

GIGAスクールで学んだプログ5ミング技術や興味を持って学ん

だデジタル技術をもとに、市内IT企業等とも連携してその成果を競っ

たり発表する場をつくることで、参加者同士の交流や新たな気づきを生

み、モチベーシヨンや能力の向上を図る。

スケジユール

対象となる人

主体:長崎市(教育委員会)、民間事業者、関係団体

R4

拡充

住む人 働く人

3 個別施策

訪れる人

R5

拡充

R6

拡充
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3.個別力価策

基本方針3 活畷の機会を創出(再掲)

基本施策3-2

個別施策1

施策名

施策概要

チャレンジの場をつくる(再掲)

オーブンイノペーションを通じた新規業の創出支援(再掲)

地域課題解決を切り口に、既存企業が有するさまざまな知見やノウハ

ウの組み合わせによるピジネス創出を図るため、オープンイノベーシヨ

ンを推進する。また、イノベーション創出に向けたプレイヤーの増加及

び地場企業とのマッチング機会創出を目指し、Π分野を含む県外企業

と地場企業のコミュニティ創出につながるサテライトオフィスの運営

や、県外企業のサテライトオフィス進出を支援する。

R6R5R4

運用運用実施

訪れる人働く人

民間事業者、関係団体

スケジユール

対象となる人: 住む人

主体:長崎市(商工音の、

_一交流'

'K- Xデジタル

施
策
体
系
重
点
取
組
み
個
別
施
策
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基本方針5 まちの魅力向上

基本施策5-1 XRコンテンツの造

リアル(現実空間)の良さをバーチャル(仮想空問)の利点と融合させることで、新

たなXRコンテンツを創造し、これまでにない体験や楽しさを提供し、まちの魅力を向

上させる。

3年後には、地域資源が磨かれ、魅力あるコンテンツとして活用されている状態を目

指す。

個別施策1

施策名

施策概要

スケジユール

XRの活用による平和学習コンデンツの出

市内に点在する被爆構をXRを活用して被爆当時の姿と重ねたり、

破壊された様子をCG映1象で確認できるなど、様々な情報を付加する

とで被爆の実相と平和の大切さを伝えるコンデンツを創出する。

対象となる人

主体:長崎市(原爆被爆対策音の、関係団体

個別施策2

施策名

施策概要

3.個別施策

R4

検討・構築

住む人

スケジユール

XRの活用によるまちの記録と新たな観光の造

まちの魅力である四季折々のイベントや 100年に一度の変化を迎え

るまちの風景をデジタル技術を活用して記録するとともに、XRを活用

した新たな観光コンテンツとしての活用を検討する。

働く人

対象となる人 住む人 訪れる人働く人

主体:長崎市(情報政策推進室、文化観光音の、関係団体、大学

訪れる人

拡充

R4

検討・記録

琵
露

R6

拡充

R6

記録・構築録・検

R5

尊慣

張
.1芋

施
策
体
系
重
点
取
組
み
個
別
施
策

頃
廷
刀
懐
会

系
出

室
化
に
弐
露
で
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人
菊
署
駁

蓄
芦
の
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向
上
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市
俳
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の
璽

一
甘
口己

一
宅



3 個別施策

基本施策5-2 交流人口,関係人口の出

地域観光の課題、地域事業者や訪問客二ーズをマーケティングの力で把握・分析し、

新たな観光需要を創出し、交流人口を創出していく。また、効果的な情報発信により、

まちの魅力を伝えることで、将来的に移住にもつながる関係人口の創出・拡大にも取り

組む。

3年後には、ターゲットとした来訪者が増加している。また、住む人と訪れる人との

交流が広がり、 SNSでまちの魅力を発信する件数が増加している状態を目指す。

個別施策1

施策名

施策概要

溌
巽

くりの推進

DM0を中心、に、 SNSやA1チャットボットなどIC「を活用し、ワン

ストップで情報収集・発信ができる仕組みについて検討を進め、 A1機

能の搭載やユーザーデータを分析・活用することで、デジタルマーケテ

イングを強化する。それにより、戦略的かつ効果的な誘致・プロモーシ

ヨン展開と、旅マエ・旅ナカ・旅アトにおけるタイムリーな情報発信が

可能となり、更なる誘客のための発信強化と、訪問客の満足度向上、消

費拡大を図る。

スケジユール

対象となる人: 住む人 働く人

主体:長崎市(文化観光音の、関係団体

個別施策2

施策名

施策概要

R4

システム構築

R6

拡充

デジタノ^術を活用した受入環境の

新たに設置する観光案内所を中心に、有益な情報をデジタル技術を活

用してタイムリーに、多様な人々に対応しながら届けるとともに、様々

な移動手段や宿泊施設、観光施設をストレスフリー{こ利用できる環境を

整備する。

R5

拡充

スケジユール

対象となる人: 訪れる人住む人 働く人

主体:長崎市(文化観光音の、民間事業者、関係団体

R5

拡充

訪れる人

R4

構築

R6

拡充

施
策
体
系
重
点
取
組
み
個
別
施
策

.
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個別施策3

施策名

施策概要

働く場所を選ばない人材の移住促進

テレワークの普及などにより、働く場所を選ぱない者の増加が期待さ

れるため、そのような者に対して戦略的かつ効果的な情報発信を行い、

多様な働き方の 1つであるワーケーションを推進することで将来的な

移住者の増加につなげる。

スケジユール

対象となる人: 住む人

主体:長崎市(情報政策推進室、

R4

拡充

噸

. 1ヨ

働く人 訪れる人

企画財政音の、民間事業者

3.個別力価策

R5

拡充

R6

拡充

施
策
休
系
重
点
取
粗
み
個
別
施
藁

蔓
勺
し
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文
え
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の
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化
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3 個別施策

基本方針6 スマート市役所への変革

基本施策6-1 スマートフォンの中に市役所をつくる

市役所に市民等が足を運ばなくても市のサービスを享受できる仕組みを構築し、様々

な行政サービスをスマートフォン、パソコン、タブレットなどで利用できるようにする。

3年後には、申請件数が多く、市民や事業者の利便性向上の効果が高い手続きがオン

ライン化され、また、相談等もオンラインで利用できるよう1こなり、市民等の手続きに

要する手問や時間が削減されている状態を目指す。

R4

実施

個別施策1

施策名

施策概要

スケジユール

行政手続のオンライン化推進

利用者の利便性向上と行政運営の簡素化・効率化のため、わかりゃす

く使いやすぃシステムを導入し、利便性向上など効果が高い手続から順

次オンライン化を推進する。

対象となる人 住む人

主体:長崎市('情報政策推進室、

個別施策ユ

施策名

施策概要

一行政
^

^

R4

システム導入・拡充

X

デジタル

^

R6

拡充

スケジユール

マイナンバーカードの普及促進

オンラインで確実に本人確認を行うことができ、今後のデジタjレネ士会

の基盤となるマイナンバーカードの普及促進に向け、出張申請受付によ

る交付や行政手続オンライン化での利用拡大、活用PRなどを実施する。

R6R5

実施実施

働く人 訪れる人

総務部、各関係部局)

対象となる人

主体:長崎市

R5

拡充

訪れる人働く人住む人

(情報政策推進室、市民生活部)

施
策
体
系
重
点
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み
個
別
施
策
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個別施策3

施策名

施策概要

地理システム(GIS)を活用した行報の提供

窓口での閲覧、電話問合せで公開していた情報(都市計画情報、市道

道路台帳図等)を、地理情報システムを活用して、インターネット上で

検索し閲覧できるシステムを導入し、市民サーピスの向上を図る。また、

その他の行政情報も地図として順次公開してぃく。

スケジユール

対象となる人: 住む人 訪れる人働く人

主体:長崎市(まちづくり部、土木部、建築部、1里財部、上下水道局)

システム構築・公開

基本施策6-2 業務の見直しと働き方を変革する

デジタル技術を活用して業務プロセス自体に変革を起こし、,情報システムの標準化.

共通化や業務の自動化・ペーバーレス化など社会のデジタjWヒに対応することで、市民

の利便性向上や業務の効率化を図る。また、職員のICTりテラシー向上のための研修や

取組みを戦略的に展開する。

3年後には、新庁舎開庁を契機とした新たな働き方が定着しており、多くの職員がデ

ジタル技術を活用して業務を効率化していくという意識を持ち、スマート市役所の実現

へ向け、業務システムの標準化・共通化が順調に進んでいる状態を目指す。

主体 困

3.個別力価策

R5

拡充

R6

構築(一部稼働)

個別施策1

施策名

施策概要

R6

拡充

スケジユール

報システムの標準化・共通化

システム調達に係る競争性の確保及び維持管理や制度改正時の改修

等における負担軽減を実現するため、令和7年度までに国の標準仕様に

準拠したシステムへ移行する。

R4 R5

検討・計画策定 構築

長崎市(情報政策推進室、総務部、各関係部局)

施
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系
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3 個別施策

個別施策2

施策名

施策概要

窓口業務の変革

総合窓ロシステムを導入することによゆ、市民が「かない」「迷わ

ない」を実現し、市民サーピスの向上と職員の入力作業を削減し業務効

率化を図る。

また、来庁が困難な場合であっても、自宅や身近な場所からオンライ

ンで相談できるようにすることで、市民サーピスの向上を図る。

R6R5R4

運用・拡充検討運用システム構築・運用

スケジユール

対象となる人 住む人

主体:長崎市(総務部、

個別施策3

施策名

施策概要

蛯

イえじる

R5

拡充

訪れる人働く人

窓口や相談業務を持つ部局ほか)

スケジユール

A I・ RPAなどの利用促進

A1やRPAなど、先端技術を活用し、市民サーピスの向上と職員の単

純入力作業等を削減し、効率化を図る。

R6

拡充

主体:長崎市(総務部、

個別施策4

施策名

施策概要

ペーパーレスの推進

業務の効率化とともに、コスト削減、働き方の変革につながるぺーパ

ーレスを推進し、状況に応じて臨機応変に対応できるフリーアドレスな

職場環境を実現する。

R6R5R4

拡充拡充拡充

長崎市(総務部、各関係部局)

R4

拡充

各関係部局)

スケジユール

主体

施
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系
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点
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施
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個別施策5

施策名

施策概要

スケジユール

行政のオープンイノベーションの推進

多様化する行政二ーズに対応していくためには、従来の手法にとどま

らない官民共創の取組みが求められることから、行政のオープンイノペ

ーションを推進し、課題解決を図る。

対象となる人 住む人

主体:長崎市(商工音の、

個別施策6

施策名

施策概要

R4

課題整理・実施

写

スケジユール

民間事業者、関係団体

契約事務のデジタノHヒ(電子契約システム)

電子入札システムで落札者決定後、契約締結までの一連の業務をシス

テム化することで、事業者と職員の業務効率化を図る。

施工管理に係る業務等{こついてもシステム化を検討する。

働く人

対象となる人: 住む人 働く人

主体:長崎市(理財部)、民間事業者

個別施策⑦

施策名

施策概要

3

訪れる人

R5

運用

個別施策

R4

実証実験・導入検討

R5

運用

R6

運用

ドローンの活用推進

今後発展が期待されるドローン{こつぃて、災害現場や橋梁などのイン

フラ点検など、市役所が行う業務で自ら率先して利用し、操作できる職

員の養成を進めるとともに、様々な地域課題への活用にもつなげてい

く。

R6

運用

スケジユール

対象となる人

主体:長崎市

訪れる人

R5

拡充

働く人 訪れる人

6肖防局、防災危機管理室ほか)、関係団体

R4

運用

住む人

R6

拡充

困
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3.個別力価策

個別施策8

施策名

施策概要

スケジユール

テレワークの推進

在宅勤務、モバイルワークやサテライトオフィス勤務に必要な機器や

環境等を充実させ、デジタルキ土会に対応した多様な働き方を推進する。

主体:長崎市(総務部)

個別施策9

施策名

施策概要

R6

拡充

R4

拡充

職貝のIC「りテラシー向上

様々なデジタル技術や多様な情報を活用し、業務の効率化、市民サー

ピスの向上を図るために、職員研修等を通じて、職員のIC「に対する理

解やセキユリティに対する意識、業務改善等の手法や知識の向上を図

る。

スケジユール

活

R4

拡充

長崎市(情報政策推進室、総務部)主体

R5

拡充

R6

拡充

R5

拡充
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基本施策6-3 報セキユリディの確保及びパーソナルデータの適正な取扱い

デジタノ山ヒの推進により増加する情報やその情報を管理するシステムにつぃて、法令

等に則り適正に管理するとともに、個人情報保護法の改正など、ルールの見直しに適宜

対応し、安全安心なサービスを提供していく。

3年後{こは、情報セキユリティボリシー等に基づいた適切な情報セキュリティ対策を

講じており、その保有するパーソナルデータが適正に取扱われてぃる状態を目指す。

個別施策1

施策名

施策概要

情報セキユリティの確保

情報セキユリティ対策の指針となる情報セキユリティボリシーや各

種手順等を適宜見直すとともに、職員等へその周知徹底を図ってぃ

く。また、これらのルールを遵守したシステムの構築と運用を行い、安

全安心なサービスを提供してぃく。

R4 R5 R6

適宜見直し 適宜見直し 適宜見直し

(総務部、各関係部局)

スケジユール

主体:長崎市

個別施策2

施策名

施策概要

3.個別力極策

スケジユール

バーソナノしデータの適正な取扱い

改正された個人情報保護法へ適切に対応するとともに、パーソナルデ

ータを適正に取り扱うためのルールやセキユリティ対策につぃて、民間

事業者や大学などの関係団体とも連携して定める。

R4 R5

検討 検証

対象となる人 住む人 訪れる人働く人

主体:長崎市(情報政策推進室、総務音の、民間事業者、関係団体、大字

個別施策3

施策名

施策概要

困

R6

制定・運用

スケジユール

職員のIC「りテラシー向上(再掲)

様々なデジタル技術や多様な情報を活用し、業務の効率化、市民サー

ピスの向上を図るために、職員研修等を通じて職員のIC「に対する1里解

やセキユリティに対する意識、業務改善等の手法や知識の向上を図る。

气
懸

R5

拡充

R4

拡充

長崎市(情報政策推進室、総務音の主体

R6
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系
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み
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長崎市情報政策推進室

〒850・0032

崎市興善町2-21 明治安田生命崎興善町ビル6F

TEL:095-829、1414

E-maiuoho seiseku@city.nagasaki.19.jp


